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OpenLab CDS 2 と OpenLab CDS ChemStation Edition との比較

項目 OpenLab CDS 2 OpenLab CDS ChemStation Edition

LC、LC/MS

ピークエクスプローラ ○ ×

自動スペクトル抽出 ○ ×

UV ピーク上の m/z 表示 ○ ×

スペクトル抽出 / バックグラウンド減算 ○ ○

ピーク純度 (UV、MS) ○ ○

サンプル純度 (UV、MS) ○ ○

3D からのクロマトグラムの抽出 ○ (2.3 ～ ) ○

等高線表示 ○ (2.3 ～ ) ○

デコンボリューション × ○

3D 表示 × ○

UV スペクトルのライブラリ作成 × ○

局方・規制対応

ファイルの削除権限の設定の可否 ○ (Plus のみ ) ×

過去のバージョンのデータ呼び出し ○ (Plus のみ ) ×

データの完全性 ( 結果のバージョン管理・上書き防止 ) ○ (Plus のみ ) ×

ファイルの削除・移動の監査証跡 ○ (Plus のみ ) ×

検索機能 ○ (Plus のみ ) ×

監査証跡をレビューした記録を残す機能 ○ ×

電子署名 ○ ×

ログオンユーザーリストの作成 ○ ○

ユーザーごとの権限設定 ○ ○

メソッドの監査証跡 ( 分析条件の変更など ) ○ ○

データの監査証跡 ( マニュアル積分など ) ○ ○

システムアクティビティログ ○ ○

局方の計算 ○ ○ (C.01.04 以降 )

装置コントロール (LC、LC/MS 関連 )

LC ○ ○

LC/MSD SQ ○ ○

LC/MSD iQ ○ ×

GPC ○ ( 英語のみ ) ○

分取 LC × ( 分析スケールのみ 2.5 で対応予定 ) ○

2D-LC × ○

CE × ○

SFC ○ ○

他社製 LC ○ ( 詳細は別途お問い合わせください ) Waters のみ



OpenLab CDS 2 による LC/MS 解析

LC/MSD も LC と同じソフトウェアで
同じ操作感で解析ができます

UV ピーク ( 上段 ) に MS クロマトグラム ( 下段 ) から抽出した MS 
スペクトルの内で最も強度の高いピークの m/z を表示できます。
UV クロマトグラムの確認のみで化合物の分子量情報を得ることが
可能です。

UV ピーク上の m/z 表示

ピーク面積や高さのほか、SN や分離度、
理論段数などの多種多様なピーク情報を
レポート出力なしで表示できます。

解析画面でピーク情報を表示

積分されたすべてのピークから自動で MS スペクトルを抽出
できます、ピークが多数あるサンプルであっても、1 ピーク
ごとにスペクトルを抽出する必要はありません。

自動スペクトル抽出

MS クロマトグラムを用いてサンプルの純度チェックができます。
分析時のシーケンスでターゲットの m/z を指定することで、解析を
行うことなく純度結果を表示可能です。
( 解析画面から後でターゲットを指定することも可能 )

サンプル MS 純度チェック *

ライン番号を
クリックする
ことで、ター
ゲットの質量
や % 純度など
詳細情報を確
認できます。

* アプリケーション番号 : LC-MS-201910HK-001


